
皆さんは小学生の頃、困ったことや
失敗したことはありましたか？ そん
な時に、優しく関わり、苦手なことの
ある生徒には親身になってくれる先生
はいましたか？
講師の青木先生が教師を志したのは、

小学生の時にそんな担任の先生に憧れ
たから。
教師になる夢を叶え、特別支援学級

の指導員をし、「ことばを育てる親の
会のキャンプ」などのボランティア活
動に参加していると、西条市が新たに
設置する「西部ウイングサポートセン
ター」のスタッフに任命されました。
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私はこんな先生です。

（１） 幼稚園のときは、毎日泣いて登園。
園に行くのを嫌がっていた。

（２） 時間にルーズ。
出発前はいつもばたばたしている。

（３） じっとしてはいられない。
卒業式などきちんとしていないと
いけない場面は嫌い。

西条市子ども部会講演

今では、小学生の“里美ちゃん”が
あこがれた先生のように、青木先生は
子どもたちが楽に学校生活を送れるよ
う手助けしています。
「子どもたち一人一人が、学校に自
分の居場所があることを実感して笑顔
で登校できる学校を作ること。」それ
が今の“青木先生”の夢です。
楽しかった学校には居場所がありま
した。あの素敵な体験を子どもたちが
実感できるよう青木先生は支援を続け
ています。青木先生のお話を聞いてみ
ませんか？あなたのモヤモヤも少しは
楽になるかもしれません。


